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講  評 
面白い！ まずそもそも複素数を底とする記数法やその１桁から 10 桁ま

でを使って表せる数のプロットが自己相似性を持つ美しいフラクタルにな

るというのが衝撃でしたが，同様にその出会いに刺激されて自分なりに先の

考察を深めたのが本研究です。 

中学生ながら複素数やフラクタルの諸概念や性質の根幹をよく捉えてお

り，なぜフラクタルになるのか，フラクタル次元は何か，どんな仮数ならば

任意の複素数を表記できそうか……などをシンプルかつ本質的に考察して

おり，美しさと深さが同居する名作品です。 
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